
実験内容を適切に検討するための

実験の実務：
効率的、確実に目的を達成できる実験内容の考え方

ZOOMセミナー

LIVE配信のみ
（録画視聴なし）

実験シナリオの考え方から目標設定のルール、具体的な実験方法や実験計画の考え方まで、
実験を適切に検討する上で必要な情報収集・仮説構築・計画策定について、事例と演習を交
えながらわかりやすく解説する特別セミナー！！

★日時：2026年2月4日（水）10:30～16:30
★会場：WEB受講のみ (Zoomシステム)
※LIVE配信のみ

★受講料：1名 49,500円（消費税込）
同一セミナー同一企業同時複数人数申込みの場合 1名44,000円

★受講資料：製本テキスト（受講料に含む）
※別途テキストの送付先1件につき、配送料1,210円（内税）

【講師の言葉】 研究開発、商品開発はもちろん、問題解決、工程管理などあらゆる場面で実験は必要不可欠なものです。そのような
実験を考えるというプロセスの中で最も重要なものの一つにどのような実験をするか、すなわち、実験内容の検討があります。多くの
方にとって悩みの種であると同時に、適切に検討されていないという実態があります。
とりあえず、これまでの方法をやってみようか、文献トレースしてみようかというような「とりあえず実験」が多くの研究開発の場

で見られます。当然ながらそんなやり方では思うような結果は得られず、時間だけが浪費されます。しかし、一方でどのようにして実
験方法を考えるのかといった教育は行われていないという現実もあります。
本セミナーでは、どのようにして実験を考えれば良いのかについて情報収集、仮説構築、計画策定まで含めて、事例、演習を交えな

がら詳細に解説します。（従来同セミナーを大幅改定して内容拡充）

【受講形式】WEB受講のみ ※本セミナーは、Zoomシステムを利用したオンライン配信となります。
※Live配信のみ（録画視聴はありません）

【予備知識】特に必要ありません。
【受講対象】・研究開発の実務担当者（若手、中堅）

・指導するリーダー、管理者
・新入社員、若手 など

◆セミナーお申込要領
・弊社ホームページの申込欄又は、E-mailかFAXにてお申し込みください。
・受付後、受講票・請求書等をメールで送信します。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を申し受けます。

◆申込先
株式会社TH企画
〒108-0014 東京都港区芝４丁目5-11 芝プラザビル５F
TEL: 03-6435-1138 FAX：03-6435-3685
Email：th@thplan.com
URL: https://www.thplan.com/
詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。

0204
（開催日）

サイト内
キーワード検索

TH企画検索

◆申込書：2026年2月4日：セミナー
会社名： 部署名：
住所：
TEL： FAX：
氏名：
Email：

【イントロダクション】
実験と開発の関係など、実験を考えるためのベースとなることをイントロダ
クションとして解説します。
・実験と開発 ・開発とは何か ・実験と思考 ・実験≠R&D など
【実験の基本と心得】
本来の実験の役割とは何か、実験にはどのようなものがあるのか、実験を考
え実行するためのポイントなどについて解説します。
・実験の本当の意味 ・必要な結果を得るために ・実験の基本プロセス
・駄目なパターン ・実験の種類 ・実験を始める前のポイント
・実験中の心構え ・実験終了後 ・時間管理
・実験が上手くいかない時への対応 ・実験の絶対的タブー
【実験シナリオの考え方】
実験全体を形作る、実験設計をどのように考えれば良いかという実験シナリ
オの考えかたを解説します。
・シナリオメイク ・Why ⇒ How ・実験ストーリーの考え方
・開発シナリオと実験ストーリー ・良くあるパターン
【目的と目標】
実験を考える根本とも言える、目的、目標について多くの誤認を解くと共に
解説します。
・目的と目標 ・目的の構成要素 ・目標の条件
・目標設定のためのルール ・実験の目的と目標
【仮説思考】
実験を考えるにおいて必要不可欠であり、骨格とも言える仮説思考につい

て、仮説の考え方やポイントを解説します。
・仮説とは何か ・仮説の検証と実験・仮説の考え方
・仮説構築のプロセス ・仮説の精度を決めるもの ・仮説の変換
・目的→ゴール、そして、仮説 ・仮説→課題設定
【実験を考えるとは】
実験プロセスをフェーズに分けながら必要なスキルも交えて解説します。
・実験の検討要素・開発・実験技術（スキル）・実験を考えるフェーズ
・実験を考えるためのスキル

【講師】 ジャパン・リサーチ・ラボ 代表 奥村 治樹 先生
大阪産業大学 情報システム学科 非常勤講師、工学博士、知財管理技能士

【習得知識】１）実験の基本
２）実験の考え方
３）実験計画の立て方
４）実験実務のノウハウ
５）仮説思考 など

【実験の考え方】
実験を考えるための要素、具体的な実験方法をどのように考えるか、どの
ように選択するかなどについて結果考察も交えて解説します。
・実験を考えるとは ・実験３要素 ・３要素の関係
・３要素から実験へ ・実験方法の考え方 ・情報源 ・既存と新規
・実験マトリクスの考え方 ・実験パラメータの選び方
・パラメーターの範囲 ・結果の使い方

【実験計画の考え方】
考えた実験を効率的に進めるために必要不可欠な実験計画策定について、
時間配分、時間想定や優先順位の考え方などを含めて解説します。
・計画の考え方 ・時間配分の考え方 ・優先順位
・適切なマルチタスク化 ・見直し ・マージンタイム
・必要時間予測の考え方 ・チャートで可視化 など

【情報収集の考え方と方法】
実験を検討するにおいて必要不可欠な情報収集について、情報の取り扱い、
収集プロセス、文献の読み方などを含めて解説します。
・情報の条件 ・情報の考え方、扱い方 ・多面視点
・情報の意味と価値 ・情報収集のゴール ・基本フロー
・二つの調査 ・文献検索のポイント ・文献の読み方と資料整理

【開発・実験のための思考法】
実験を考える、仮説を構築する、計画策定するなどあらゆる場面において
基盤となる思考法について解説します。
・アウトプット志向 ・目的志向 ・思考のポイント
・俯瞰視点と仰望視点 ・実験のイメージ化
・失敗からのリカバリー ・認知バイアスの罠 ・目利き力
・アイデアの源泉 など

【まとめ】と質疑・応答


